大規模災害発生時のＮＰＯ支援センター計画書（討議資料）

◆現状認識

阪神大震災時におけるボランティア活動支援の経験から、現地に出動するボランティアの後方支援・現地ボランティアセンターの重要性が認識されています。

現状で後方支援を担えるＮＰＯ施設は、埼玉ＮＰＯハウスおよび埼玉県県民活動総合センター（伊奈町小針内宿１６００）であることを自覚し、ＮＰＯ支援センターの立ち上げ運営を研究する必要がある。

岩手・宮城内陸地震派生に際し、ＮＰＯ支援センターの立ち上げ、現地に出動したＮＰＯ法人日本捜索救助犬協会およびＮＰＯ法人日本レスキュー協会の後方支援及び広報活動を行なった。

さらに山口豪雨災害に際しても、ＮＰＯ支援センターの立ち上げ、現地に出動した全日本救助犬団体協議会（ＮＰＯ法人九州救助犬協会、ＮＰＯ法人日本レスキュー協会）の後方支援及び広報活動を行なった。（４名の行方不明者の発見に寄与した）
◆施設概要（ハード）

みなとＮＰＯハウス閉鎖後のＮＰＯ支援センターの候補地としては２２７平方メートルの専用面積＋αを有し、近くに荒川総合運動公園（指定管理者とコンソーシアム）があり物理的に対応できる。

また、迅速に現地に出動するＮＰＯの報告・情報をスタジオ電話回線を通じて共有し、インターネットオンデマンド（サーバーは埼玉ＮＰＯハウス内に設置）光ケーブルを通じて、音声、映像を発信できる設備を有している。すまいるＦＭ７６.７ＭＨzで同時放送も可能である。

さらに、平成２２年４月から彩の国市民活動サポートセンター（埼玉県県民活動総合センター内）の委託業務を開始することとなり、ハード面での環境が整った。
◆施設概要（ソフト）

埼玉ＮＰＯハウス企画運営団体ＮＰＯ法人ＮＰＯ埼玉ネットは、阪神大震災時におけるボランティア活動支援を担い、その後のＮＰＯ活動推進に力を発揮してきたＮＰＯ法人ＮＰＯ事業サポートセンターの埼玉県の窓口団体であり、大規模災害発生時には、ＮＰＯ事業サポートセンターが支援センターの事務局を担い、ＮＰＯ団体、ボランティアの派遣、現地ボランティアセンター支援、後方支援、全国への情報発信を行います。また、行政、労働組合、青年会議所、生協等の団体との調整を図ります。

情報発信ツールとして全国のＮＰＯ・市民団体1800団体へメールマガジン環境を整備しています。

◆設置場所
〒338-0824　埼玉県さいたま市桜区上大久保519番地1

埼玉県浦和・大久保合同庁舎１号館　埼玉ＮＰＯハウス
◆リソース

埼玉ＮＰＯハウスには、全日本救助犬団体協議会事務局、ＮＰＯ法人日本捜索救助犬協会、ＮＰＯ法人キャンパー、埼玉カウンセリングセンター等災害救援をミッションとするＮＰＯ法人が利用団体として日常活動を行っており、迅速な出動及び後方支援ができる。

また、放送技術を取得、経験しているボランティアが埼玉ＮＰＯうらわ･大久保スタジオに参加しており、すまいるＦＭ７６.７ＭＨzとは常時交流している。

八都県市合同防災訓練、首都圏統一帰宅困難者対応訓練等の訓練に積極的にかかわっている。

